
(57)【要約】

　　【課題】　生産性をある程度確保しながら、トレッ

ドゴムの皺の発生を防止しユニフォミティーを向上する

。

　　【解決手段】　トレッドゴムＧは、トレッド縁Ｔｅ

側のショルダーゴム部Ｇｓ，Ｇｓと、その間の中央ゴム

部Ｇｃとからなるとともに、中央ゴム部Ｇｃは、巾広の

平板状ゴム材１３を一周巻きした一周巻き体１４が用い

られ、かつショルダーゴム部Ｇｓは、巾狭長尺のゴムス

トリップ１１を、周方向かつ螺旋状に重ねて巻き付けた

ストリップ巻付体１２が用いられる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ト レ ッ ド 部 の ト レ ッ ド 面 が タ イ ヤ 赤 道 か ら ト レ ッ ド 縁 ま で 凸 円 弧 状 に 湾 曲 し て の び 、 か
つ 前 記 ト レ ッ ド 縁 間 の タ イ ヤ 軸 方 向 距 離 で あ る ト レ ッ ド 巾 が タ イ ヤ 最 大 巾 を な す 自 動 二 輪
車 用 タ イ ヤ で あ っ て 、
　 前 記 ト レ ッ ド 部 を な す ト レ ッ ド ゴ ム は 、 ト レ ッ ド 縁 側 の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 と 、 該 シ ョ ル
ダ ー ゴ ム 部 間 の 中 央 ゴ ム 部 と か ら な る と と も に 、
　 前 記 中 央 ゴ ム 部 は 、 巾 広 の 平 板 状 ゴ ム 材 を 一 周 巻 き し た 一 周 巻 き 体 が 用 い ら れ 、 か つ 各
前 記 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 は 、 巾 狭 長 尺 の ゴ ム ス ト リ ッ プ を 、 周 方 向 か つ 螺 旋 状 に 重 ね て 巻 き
付 け た ス ト リ ッ プ 巻 付 体 が 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と す る 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 中 央 ゴ ム 部 は 、 ト レ ッ ド 面 上 で の 該 ト レ ッ ド 面 に 沿 っ た 円 弧 巾 Ｗ ｃ を 、 前 記 ト レ ッ
ド 面 の 該 ト レ ッ ド 面 に 沿 っ た 円 弧 巾 Ｗ ０ の ０ ． ２ 倍 よ り 大 か つ ０ ． ６ 倍 よ り 小 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 は 、 前 記 ゴ ム ス ト リ ッ プ が 、 ト レ ッ ド 縁 側 か ら タ イ ヤ 赤 道 側 に 向
か っ て 巻 回 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 は 、 損 失 正 接  tanδ １ が ０ ． ２ ～ ０ ． ４ で あ り 、 か つ 中 央 ゴ ム 部
の 損 失 正 接  tanδ ２ よ り も 大 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か に 記 載 の 自 動
二 輪 車 用 タ イ ヤ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 ト レ ッ ド 部 の ト レ ッ ド 面 が タ イ ヤ 赤 道 か ら ト レ ッ ド 縁 ま で 凸 円 弧 状 に 湾 曲 し て の び 、 か
つ 前 記 ト レ ッ ド 縁 間 の タ イ ヤ 軸 方 向 距 離 で あ る ト レ ッ ド 巾 が タ イ ヤ 最 大 巾 を な す 自 動 二 輪
車 用 タ イ ヤ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ト レ ッ ド 部 を な す ト レ ッ ド ゴ ム が 、 ト レ ッ ド 縁 側 の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 と 、 該 シ ョ ル
ダ ー ゴ ム 部 間 の 中 央 ゴ ム 部 と か ら な る と と も に 、
　 円 筒 状 の 被 巻 付 け 体 の 取 付 面 に 、 生 の ゴ ム ス ト リ ッ プ を 、 螺 旋 状 に 重 ね て 巻 き 付 け る こ
と に よ り 生 の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 を 形 成 す る 生 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 成 形 工 程 と 、
　 巾 広 の 生 の 平 板 状 ゴ ム 材 を 一 周 巻 き し て そ の 周 方 向 の 端 部 間 を 重 ね 継 ぎ す る こ と に よ り
生 の 中 央 ゴ ム 部 を 形 成 す る 生 中 央 ゴ ム 部 成 形 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と す る 自 動 二 輪 車 用
タ イ ヤ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 生 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 成 形 工 程 は 、 一 対 の 生 の ゴ ム ス ト リ ッ プ を 、 そ れ ぞ れ ト レ ッ ド
縁 側 か ら タ イ ヤ 赤 道 側 に 向 か っ て 螺 旋 状 に 重 ね て 巻 き 付 け る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記
載 の 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 生 中 央 ゴ ム 部 成 形 工 程 は 、 前 記 生 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 成 形 工 程 の 後 に 行 わ れ る こ と を
特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又 は ６ 記 載 の 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 ト レ ッ ド ゴ ム の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 に ス ト リ ッ プ ワ イ ン ド 方 式 を 採 用 し た 自 動 二 輪 車 用 タ
イ ヤ 、 及 び そ の 製 造 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ で は 、 車 体 を 大 き く バ ン ク さ せ て 旋 回 す る 特 性 上 、 ト レ ッ ド 部 を 、
曲 率 半 径 が 小 な 凸 円 弧 状 プ ロ フ ァ イ ル で 形 成 し て い る 。 そ し て こ の 種 の タ イ ヤ の ト レ ッ ド
部 ａ を 形 成 す る た め に 、 図 １ ０ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 前 記 凸 円 弧 状 プ ロ フ ァ イ ル に 合 わ せ
た 形 状 の プ ロ フ ァ イ ル デ ッ キ ｂ （ フ ォ ー マ ） を 用 い 、 そ の 外 周 面 に 沿 っ て バ ン ド プ ラ イ ｃ
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と ト レ ッ ド ゴ ム ｄ と を 順 次 積 層 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の と き 前 記 ト レ ッ ド ゴ ム ｄ は 、 ゴ ム 押 出 機 か ら 押 し 出 し 成 形 さ れ る 巾 広 の 平 板 状 ゴ ム
材 ｄ １ を 用 い 、 こ れ を 一 周 巻 き し て 直 円 筒 状 に 形 成 し た 後 、 こ の 直 円 筒 状 体 を タ イ ヤ 赤 道
側 か ら ト レ ッ ド 縁 側 に 向 か っ て プ ロ フ ァ イ ル デ ッ キ ｂ に 押 し 付 け な が ら 半 径 方 向 内 方 に 巻
き 下 ろ す こ と に よ り 形 成 し て い る 。 そ の た め 、 図 １ ０ （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 ト レ ッ ド ゴ ム
ｄ の ト レ ッ ド 縁 側 に は 、 周 長 差 に 起 因 し て 皺 ｆ が 発 生 し 、 ゴ ム ゲ ー ジ 厚 さ が 不 均 一 化 す る
な ど ユ ニ フ ォ ミ テ ィ ー を 低 下 さ せ る と い う 問 題 が あ る 。
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 他 方 、 タ イ ヤ で は 、 例 え ば ト レ ッ ド ゴ ム 、 サ イ ド ウ ォ ー ル ゴ ム 、 ク リ ン チ ゴ ム 、 ブ レ ー
カ ク ッ シ ョ ン ゴ ム な ど の ゴ ム 部 材 を 、 巾 狭 長 尺 の テ ー プ 状 ゴ ム ス ト リ ッ プ を 螺 旋 状 に 巻 回
し て な る 所 謂 ス ト リ ッ プ ワ イ ン ド 方 式 の 巻 回 体 に よ っ て 形 成 す る こ と が 提 案 さ れ て い る 。
便 宜 上 、 平 板 状 ゴ ム 材 を 一 周 巻 き す る 従 来 の 形 成 方 法 を 、 一 周 巻 き 方 式 と 呼 ぶ 場 合 が あ る
。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 本 発 明 者 は 、 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ の ト レ ッ ド ゴ ム に ス ト リ ッ プ ワ イ ン ド 方 式 を 採
用 し 、 前 述 の 皺 ｆ の 発 生 を 防 止 す る こ と を 提 案 し た 。 し か し 、 ト レ ッ ド ゴ ム は 厚 肉 で あ る
た め 、 巻 回 に 時 間 を 要 し 生 産 性 を 損 ね る と い う 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 ト レ ッ ド ゴ ム を 中 央 ゴ ム 部 と 、 そ の 両 側 の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 と に ３ 区 分 し 、
中 央 ゴ ム 部 に 一 周 巻 き 方 式 を 採 用 し 、 か つ シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 に ス ト リ ッ プ ワ イ ン ド 方 式 を
採 用 す る こ と を 基 本 と し て 、 生 産 性 を あ る 程 度 確 保 し な が ら ト レ ッ ド ゴ ム の 皺 の 発 生 を 防
止 す る こ と が で き 、 ユ ニ フ ォ ミ テ ィ ー を 向 上 し う る 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ 、 及 び そ の 製 造 方
法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し て い る 。
　 な お ス ト リ ッ プ ワ イ ン ド の 技 術 と し て 特 許 文 献 １ 等 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ９ ４ ５ ４ ２ 号 公 報
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 願 請 求 項 １ の 発 明 は 、 ト レ ッ ド 部 の ト レ ッ ド 面 が タ イ ヤ
赤 道 か ら ト レ ッ ド 縁 ま で 凸 円 弧 状 に 湾 曲 し て の び 、 か つ 前 記 ト レ ッ ド 縁 間 の タ イ ヤ 軸 方 向
距 離 で あ る ト レ ッ ド 巾 が タ イ ヤ 最 大 巾 を な す 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ で あ っ て 、
　 前 記 ト レ ッ ド 部 を な す ト レ ッ ド ゴ ム は 、 ト レ ッ ド 縁 側 の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 と 、 該 シ ョ ル
ダ ー ゴ ム 部 間 の 中 央 ゴ ム 部 と か ら な る と と も に 、
　 前 記 中 央 ゴ ム 部 は 、 巾 広 の 平 板 状 ゴ ム 材 を 一 周 巻 き し た 一 周 巻 き 体 が 用 い ら れ 、 か つ 各
前 記 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 は 、 巾 狭 長 尺 の ゴ ム ス ト リ ッ プ を 、 周 方 向 か つ 螺 旋 状 に 重 ね て 巻 き
付 け た ス ト リ ッ プ 巻 付 体 が 用 い ら れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 又 請 求 項 ２ の 発 明 で は 、 前 記 中 央 ゴ ム 部 は 、 ト レ ッ ド 面 上 で の 該 ト レ ッ ド 面 に 沿 っ た 円
弧 巾 Ｗ ｃ を 、 前 記 ト レ ッ ド 面 の 該 ト レ ッ ド 面 に 沿 っ た 円 弧 巾 Ｗ ０ の ０ ． ２ 倍 よ り 大 か つ ０
． ６ 倍 よ り 小 で あ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 又 請 求 項 ３ の 発 明 で は 、 前 記 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 は 、 前 記 ゴ ム ス ト リ ッ プ が 、 ト レ ッ ド 縁
側 か ら タ イ ヤ 赤 道 側 に 向 か っ て 巻 回 さ れ た こ と を 特 徴 と し て い る 。
　 又 請 求 項 ４ の 発 明 で は 、 前 記 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 は 、 損 失 正 接  tanδ １ が ０ ． ２ ～ ０ ． ４
で あ り 、 か つ 中 央 ゴ ム 部 の 損 失 正 接  tanδ ２ よ り も 大 と し た こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 又 請 求 項 ５ の 発 明 は 、 ト レ ッ ド 部 の ト レ ッ ド 面 が タ イ ヤ 赤 道 か ら ト レ ッ ド 縁 ま で 凸 円 弧
状 に 湾 曲 し て の び 、 か つ 前 記 ト レ ッ ド 縁 間 の タ イ ヤ 軸 方 向 距 離 で あ る ト レ ッ ド 巾 が タ イ ヤ
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最 大 巾 を な す 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ の 製 造 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 ト レ ッ ド 部 を な す ト レ ッ ド ゴ ム が 、 ト レ ッ ド 縁 側 の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 と 、 該 シ ョ ル
ダ ー ゴ ム 部 間 の 中 央 ゴ ム 部 と か ら な る と と も に 、
　 円 筒 状 の 被 巻 付 け 体 の 取 付 面 に 、 生 の ゴ ム ス ト リ ッ プ を 、 螺 旋 状 に 重 ね て 巻 き 付 け る こ
と に よ り 生 の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 を 形 成 す る 生 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 成 形 工 程 と 、
　 巾 広 の 生 の 平 板 状 ゴ ム 材 を 一 周 巻 き し て そ の 周 方 向 の 端 部 間 を 重 ね 継 ぎ す る こ と に よ り
生 の 中 央 ゴ ム 部 を 形 成 す る 生 中 央 ゴ ム 部 成 形 工 程 と を 含 む こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 又 請 求 項 ６ の 発 明 で は 、 前 記 生 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 成 形 工 程 は 、 一 対 の 生 の ゴ ム ス ト リ ッ
プ を 、 そ れ ぞ れ ト レ ッ ド 縁 側 か ら タ イ ヤ 赤 道 側 に 向 か っ て 螺 旋 状 に 重 ね て 巻 き 付 け る こ と
を 特 徴 と し て い る 。
　 又 請 求 項 ７ の 発 明 で は 、 前 記 生 中 央 ゴ ム 部 成 形 工 程 は 、 前 記 生 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 成 形 工
程 の 後 に 行 わ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 で は 、 ト レ ッ ド ゴ ム を 、 中 央 ゴ ム 部 と シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 と に ３ 区 分 し 、 中 央 ゴ ム
部 に 一 周 巻 き 方 式 を 採 用 し 、 か つ シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 に ス ト リ ッ プ ワ イ ン ド 方 式 を 採 用 し て
い る 。 従 っ て 、 生 産 性 を あ る 程 度 確 保 し な が ら 、 ト レ ッ ド 縁 側 で の 皺 の 発 生 を 防 止 で き 、
ユ ニ フ ォ ミ テ ィ ー を 向 上 し う る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 又 ス ト リ ッ プ ワ イ ン ド 方 式 で は 、 そ の 表 面 に 生 じ る ゴ ム ス ト リ ッ プ の 段 差 が 、 加 硫 成 型
後 、 ミ ク ロ 的 な 跡 と な っ て 残 存 し 易 い 。 こ の 跡 は 、 四 輪 タ イ ヤ の ト レ ッ ド ゴ ム の 場 合 に は
、 特 に 問 題 と は な ら な い 。 し か し 車 体 を 大 き く バ ン ク さ せ て 旋 回 す る 自 動 二 輪 車 で は 、 旋
回 時 、 ト レ ッ ド 面 に 大 き な 横 力 が 作 用 す る 。 そ の 結 果 、 ス ト リ ッ プ ワ イ ン ド 方 式 を 安 易 に
採 用 し た 場 合 に は 、 前 記 跡 が 起 点 と な っ て ゴ ム ス ト リ ッ プ 間 に ク ラ ッ ク が 生 じ や す く な る
傾 向 が あ る 。 特 に 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ で は 、 旋 回 性 能 を 高 め る た め に ト レ ッ ド ゴ ム の シ ョ
ル ダ 領 域 を 、 グ リ ッ プ 性 に 優 れ る ヒ ス テ リ シ ス ロ ス の 大 き な ゴ ム で 形 成 す る こ と が 望 ま れ
る が 、 係 る 場 合 に は 、 前 記 ゴ ム ス ト リ ッ プ 間 の ク ラ ッ ク は よ り 現 れ 易 く な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し か し ゴ ム ス ト リ ッ プ を 、 ト レ ッ ド 縁 側 か ら タ イ ヤ 赤 道 側 に 向 か っ て 巻 回 す る こ と に よ
り 、 旋 回 時 の 横 力 を 、 ゴ ム ス ト リ ッ プ を め く る 向 き と は 逆 方 向 に 作 用 さ せ る こ と が で き る
。 従 っ て 、 例 え 前 記 跡 が 存 在 し た 場 合 に も 、 ゴ ム ス ト リ ッ プ 間 の ク ラ ッ ク を 確 実 に 防 止 す
る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 一 形 態 を 、 図 示 例 と と も に 説 明 す る 。
　 図 １ ， ２ に お い て 、 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ １ は 、 ト レ ッ ド 面 ２ Ｓ が 、 タ イ ヤ 赤 道 Ｃ か ら ト
レ ッ ド 縁 Ｔ ｅ ま で 凸 円 弧 状 に 湾 曲 し て の び る ト レ ッ ド 部 ２ を 有 し 、 前 記 ト レ ッ ド 縁 Ｔ ｅ ，
Ｔ ｅ 間 の タ イ ヤ 軸 方 向 の 距 離 で あ る ト レ ッ ド 巾 Ｔ Ｗ が 、 タ イ ヤ 最 大 巾 を な す こ と に よ り 、
大 き な バ ン ク 角 で の 旋 回 走 行 を 可 能 と し て い る 。 特 に 本 例 で は 、 ト レ ッ ド 面 ２ Ｓ の キ ャ ン
バ ー 値 ｈ １ ／ Ｌ １ 、 即 ち ト レ ッ ド 面 ２ Ｓ に お け る 、 タ イ ヤ 赤 道 Ｃ か ら ト レ ッ ド 縁 Ｔ ｅ ま で
の 間 の タ イ ヤ 軸 方 向 の 巾 Ｌ １ （ ＝ ０ ． ５ Ｔ Ｗ ） と タ イ ヤ 半 径 方 向 高 さ ｈ １ と の 比 ｈ １ ／ Ｌ
１ を ０ ． ３ ～ ０ ． ７ と し た 、 好 ま し い 場 合 を 例 示 て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 又 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ １ に は 、 前 記 ト レ ッ ド 部 ２ か ら サ イ ド ウ ォ ー ル 部 ３ を へ て ビ ー ド
部 ４ の ビ ー ド コ ア ５ に 至 る カ ー カ ス ６ と 、 ト レ ッ ド 部 ２ の 内 方 か つ 前 記 カ ー カ ス ６ の 半 径
方 向 外 側 に 配 さ れ る バ ン ド 層 ７ と が 配 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 カ ー カ ス ６ は 、 カ ー カ ス コ ー ド を タ イ ヤ 周 方 向 に 対 し て 例 え ば ７ ０ ～ ９ ０ ° の 角 度
で 配 列 し た 少 な く と も １ 枚 、 本 例 で は １ 枚 の カ ー カ ス プ ラ イ ６ Ａ か ら 形 成 さ れ る 。 こ の カ
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ー カ ス プ ラ イ ６ Ａ は 、 ビ ー ド コ ア ５ 、 ５ 間 を 跨 る プ ラ イ 本 体 部 ６ ａ の 両 端 に 、 前 記 ビ ー ド
コ ア ５ の 回 り で 内 か ら 外 に 折 り 返 し て 係 止 さ れ る 折 返 し 部 ６ ｂ を 一 連 に 有 す る 。 又 該 プ ラ
イ 本 体 部 ６ ａ と 折 返 し 部 ６ ｂ と の 間 に は 、 ビ ー ド コ ア ５ か ら 半 径 方 向 外 側 に の び る ビ ー ド
補 強 用 の ビ ー ド エ ー ペ ッ ク ス ゴ ム ８ が 配 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 バ ン ド 層 ７ は 、 バ ン ド コ ー ド を タ イ ヤ 周 方 向 に 対 し て 例 え ば ５ ° 以 下 の 角 度 で 螺 旋
状 に 巻 回 し て な る 少 な く と も １ 枚 、 本 例 で は １ 枚 の バ ン ド プ ラ イ ７ Ａ か ら 形 成 さ れ る 。 こ
の バ ン ド プ ラ イ ７ Ａ は 、 タ イ ヤ 赤 道 Ｃ を 中 心 と し た 前 記 ト レ ッ ド 巾 Ｔ Ｗ の ７ ５ ％ 以 上 の 範
囲 に 設 け ら れ 、 ト レ ッ ド 部 ２ を タ ガ 効 果 を 有 し て 強 固 に 補 強 す る 。 な お 前 記 バ ン ド 層 ７ に
代 え て 、 或 い は 前 記 バ ン ド 層 ７ と カ ー カ ス ６ と の 間 に 、 ベ ル ト 層 （ 図 示 し な い ） を 設 け る
こ と も で き る 。 ベ ル ト 層 は 、 ベ ル ト コ ー ド を タ イ ヤ 周 方 向 に 対 し て 、 例 え ば １ ５ ～ ６ ０ °
の 角 度 で 配 列 し た １ 枚 以 上 、 通 常 ２ 枚 の ベ ル ト プ ラ イ か ら な り 、 ト レ ッ ド 剛 性 を 高 め 、 操
縦 安 定 性 を 向 上 さ せ る 。 な お 前 記 カ ー カ ス コ ー ド 、 バ ン ド コ ー ド 、 及 び ベ ル ト コ ー ド と し
て 、 例 え ば ナ イ ロ ン 、 レ ー ヨ ン 、 ポ リ エ ス テ ル 、 芳 香 族 ポ リ ア ミ ド 等 の 有 機 繊 維 コ ー ド が
好 適 に 使 用 で き る 。 な お 前 記 バ ン ド 層 ７ お よ び ベ ル ト 層 を 総 称 し て ト レ ッ ド 補 強 コ ー ド 層
９ と い う 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 の タ イ ヤ で は 、 前 記 ト レ ッ ド 部 ２ を な す ト レ ッ ド ゴ ム Ｇ を 、 ト レ ッ ド
縁 Ｔ ｅ 側 の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ ｓ と 、 こ の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ ｓ ， Ｇ ｓ 間 に 配 さ れ る 中 央
ゴ ム 部 Ｇ ｃ と に ３ 区 分 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ で は 車 体 を 大 き く バ ン ク さ せ て 旋 回 す る 特 性 上 、 旋 回 時 の グ リ ッ プ
性 を 高 め る こ と が 、 安 全 走 行 の た め に 特 に 重 要 で あ る 。 そ の た め 、 本 例 で は 、 旋 回 時 に 接
地 す る シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ ｓ を 、 損 失 正 接  tanδ １ が ０ ． ２ ～ ０ ． ４ の 範 囲 と 摩 擦 力 が 大
き い 高 ヒ ス テ リ シ ス ロ ス の ゴ ム で 形 成 し て い る 。 こ れ に 対 し て 、 中 央 ゴ ム 部 Ｇ ｃ に は 、 損
失 正 接  tanδ ２ を 前 記 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ ｓ よ り も 小 と し た 低 ス テ リ シ ス ロ ス の ゴ ム で 形
成 し て い る 。 低 ス テ リ シ ス ロ ス の ゴ ム は 、 転 が り 抵 抗 が 小 か つ 低 発 熱 で あ る た め 、 直 進 走
行 時 に 要 求 さ れ る 燃 費 性 能 及 び 高 速 耐 久 性 能 を 高 め う る と と も に 、 優 れ た 耐 摩 耗 性 を 発 揮
す る こ と が で き る 。 そ の た め に 中 央 ゴ ム 部 Ｇ ｃ の 損 失 正 接  tanδ ２ を 、 前 記 損 失 正 接  tan
δ １ の ９ ０ ％ 以 下 、 さ ら に は ８ ０ ％ 以 下 に 設 定 す る の が 好 ま し い 。 な お 前 記 損 失 正 接 tan 
δ の 値 は 、 岩 本 製 作 所 製 の 粘 弾 性 ス ペ ク ト ロ メ ー タ を 用 い て ７ ０ ℃ 、 周 波 数 １ ０ Hz、 動 歪
率 ２ ％ で 測 定 し た 値 で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 又 ト レ ッ ド ゴ ム Ｇ で は 、 前 記 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ ｓ と 中 央 ゴ ム 部 Ｇ ｃ と の 境 界 線 Ｊ を 、
ト レ ッ ド 面 ２ Ｓ の 法 線 ｎ に 対 し て ２ ０ ° 以 上 の 角 度 α で 傾 斜 さ せ る の が 好 ま し い 。 こ れ に
よ り 、 中 央 ゴ ム 部 Ｇ ｃ か ら シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ ｓ へ の ゴ ム 物 性 の 変 化 が ス ム ー ズ と な る な
ど 、 直 進 か ら 旋 回 へ の 移 行 が 円 滑 化 す る 。 し か も 境 界 線 Ｊ が 長 く な る た め 、 シ ョ ル ダ ー ゴ
ム 部 Ｇ ｓ と 中 央 ゴ ム 部 Ｇ ｃ と の 接 着 強 度 を 高 く 確 保 で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 又 本 実 施 形 態 で は 、 前 記 中 央 ゴ ム 部 Ｇ ｃ に 、 巾 広 の 平 板 状 ゴ ム 材 １ ３ を 一 周 巻 き し た 一
周 巻 き 体 １ ４ を 用 い る と と も に 、 各 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ ｓ に 、 巾 狭 長 尺 の ゴ ム ス ト リ ッ プ
１ １ を 周 方 向 か つ 螺 旋 状 に 重 ね て 巻 き 付 け た ス ト リ ッ プ 巻 付 体 １ ２ を 用 い て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の よ う に 、 周 長 差 の 大 き い シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ ｓ に ス ト リ ッ プ ワ イ ン ド 方 式 を 採 用 す
る こ と に よ り 、 ト レ ッ ド ゴ ム Ｇ を 、 完 成 タ イ ヤ の ト レ ッ ド プ ロ フ ァ イ ル に 合 わ せ た 小 円 弧
の 輪 郭 形 状 に 直 接 形 成 す る こ と が で き 、 従 来 的 な ト レ ッ ド 縁 側 で の 皺 ｆ （ 図 １ ０ （ Ｂ ） ）
の 発 生 を 防 止 し 、 タ イ ヤ の ユ ニ フ ォ ミ テ ィ ー を 向 上 で き る 。 又 中 央 ゴ ム 部 Ｇ ｃ に は 一 周 巻
き 方 式 を 採 用 し て い る た め 、 ト レ ッ ド ゴ ム 全 体 を ス ト リ ッ プ ワ イ ン ド 方 式 と し た 場 合 に 比
し て 、 巻 回 時 間 を 大 巾 に 短 縮 で き 、 生 産 性 を 確 保 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
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　 こ こ で ス ト リ ッ プ ワ イ ン ド 方 式 で は 、 表 面 に ゴ ム ス ト リ ッ プ １ １ ， １ １ 間 の 段 差 が 発 生
し 、 加 硫 成 型 後 は ミ ク ロ 的 な 跡 と な っ て 残 存 し 易 い 。 特 に 自 動 二 輪 車 で は 、 旋 回 時 、 ト レ
ッ ド 面 に 大 き な 横 力 Ｆ が 作 用 す る た め 、 前 記 跡 が 起 点 と な っ て ゴ ム ス ト リ ッ プ １ １ ， １ １
間 に ク ラ ッ ク が 生 じ る と い う 傾 向 を 招 く 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 し か し 本 例 で は 、 双 方 の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ ｓ の ゴ ム ス ト リ ッ プ １ １ を 、 何 れ も ト レ ッ
ド 縁 Ｔ ｅ 側 か ら タ イ ヤ 赤 道 Ｃ 側 に 向 か っ て 巻 回 し て い る 。 従 っ て 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 旋
回 時 に ト レ ッ ド 面 ２ Ｓ に 作 用 す る 横 力 Ｆ は 、 ゴ ム ス ト リ ッ プ １ １ が め く れ る 向 き と は 逆 方
向 と な る 。 従 っ て 、 例 え 前 記 跡 が 存 在 し た 場 合 に も 、 ゴ ム ス ト リ ッ プ １ １ ， １ １ 間 の ク ラ
ッ ク を 確 実 に 防 止 す る こ と が 可 能 と な る 。 こ の ク ラ ッ ク 防 止 効 果 は 、 前 記 シ ョ ル ダ ー ゴ ム
部 Ｇ ｓ が 摩 擦 力 の 大 き い 高 ヒ ス テ リ シ ス ロ ス の ゴ ム で 形 成 さ れ た 場 合 に も 充 分 に 発 揮 さ れ
る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ ｓ の ゴ ム ス ト リ ッ プ １ １ が 、 前 述 の 巻 回 方 向 で 巻 き 付 け ら れ る た め
、 前 記 境 界 線 Ｊ も 、 ゴ ム ス ト リ ッ プ １ １ と 同 じ 傾 斜 方 向 、 即 ち 法 線 ｎ に 対 し 、 タ イ ヤ 半 径
方 向 外 方 に 向 か っ て タ イ ヤ 軸 方 向 外 方 に 傾 斜 す る 。 従 っ て 、 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ ｓ と 中 央
ゴ ム 部 Ｇ ｃ と 間 の ク ラ ッ ク も 、 同 時 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 な お 中 央 ゴ ム 部 Ｇ ｃ を な す 一 周 巻 き 体 １ ４ の 比 率 が 過 小 で あ る と 、 巻 回 時 間 が 長 く な る
な ど 、 生 産 性 の 向 上 効 果 を 充 分 に 発 揮 す る こ と が で き な い 。 又 過 大 で あ る と 、 一 周 巻 き 体
１ ４ の 両 端 に 皺 ｆ の 発 生 を 招 く な ど ユ ニ フ ォ ミ テ ィ ー の 向 上 効 果 が 充 分 に 発 揮 で き な く な
る 。 こ の よ う な 観 点 か ら 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 中 央 ゴ ム 部 Ｇ ｃ の ト レ ッ ド 面 ２ Ｓ 上 で の 該
ト レ ッ ド 面 ２ Ｓ に 沿 っ た 円 弧 巾 Ｗ ｃ を 、 前 記 ト レ ッ ド 面 ２ Ｓ 全 体 の 該 ト レ ッ ド 面 ２ Ｓ に 沿
っ た 円 弧 巾 Ｗ ０ の ０ ． ２ 倍 よ り 大 か つ ０ ． ６ 倍 よ り 小 と す る の が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 例 で は 、 前 記 一 周 巻 き 体 １ ４ が 一 層 構 造 の も の を 例 示 し て い る が 、 複 層 構 造 で あ っ て
も よ い 。 又 ト レ ッ ド ゴ ム Ｇ と ト レ ッ ド 補 強 コ ー ド 層 ９ と の 間 に 、 接 着 性 向 上 を 目 的 と し て
接 着 性 に 優 れ る 薄 い ア ン ダ ト レ ッ ド ゴ ム 層 （ 図 示 し な い ） を 形 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 前 記 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ １ の 製 造 方 法 を 説 明 す る 。 こ の 製 造 方 法 は 、 生 タ イ ヤ の
形 成 に 際 し 、 図 ５ ， ６ に 示 す よ う に 、
（ １ ） 　 円 筒 状 の 被 巻 付 け 体 ２ ０ の 取 付 面 ２ ０ Ｓ に 、 生 の （ 未 加 硫 の ） ゴ ム ス ト リ ッ プ １
１ Ｎ を 、 螺 旋 状 に 重 ね て 巻 き 付 け る こ と に よ り 生 の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ ｓ Ｎ を 形 成 す る 生
シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 成 形 工 程 Ｓ １ （ 図 ５ ） と 、
（ ２ ） 　 巾 広 の 生 の 平 板 状 ゴ ム 材 １ ３ Ｎ を 用 い 、 こ れ を 一 周 巻 き し て そ の 周 方 向 の 端 部 間
を 重 ね 継 ぎ す る こ と に よ り 、 生 の 中 央 ゴ ム 部 Ｇ ｃ Ｎ を 形 成 す る 生 中 央 ゴ ム 部 成 形 工 程 Ｓ ２
（ 図 ６ ） と を 、 少 な く と も 含 ん で 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 例 で は 、 生 中 央 ゴ ム 部 成 形 工 程 Ｓ ２ は 、 生 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 成 形 工 程 Ｓ １ の 後 に 行 う
。 こ の 場 合 、 生 の 中 央 ゴ ム 部 Ｇ ｃ Ｎ の 両 端 部 が 、 先 に 形 成 さ れ た 生 の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ
ｓ Ｎ の 巻 き 終 わ り 端 上 に 重 置 さ れ 、 そ の 周 長 差 が 減 じ る た め 、 一 周 巻 き 体 １ ４ へ の 皺 ｆ の
発 生 を よ り 回 避 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 生 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 成 形 工 程 Ｓ １ で は 、 一 対 の 生 の ゴ ム ス ト リ ッ プ １ １ Ｎ を 用 い 、
こ れ ら を 同 時 に 、 ト レ ッ ド 縁 Ｔ ｅ 側 か ら タ イ ヤ 赤 道 Ｃ 側 に 向 か っ て 、 部 分 的 に 重 ね 合 わ せ
な が ら 巻 き 付 け る こ と に よ り 、 生 の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 Ｇ ｓ Ｎ を 形 成 す る 。 こ の 時 、 図 ７ の
如 く 、 一 方 の 生 の ゴ ム ス ト リ ッ プ １ １ Ｎ の 巻 き 始 め 端 及 び 巻 き 終 わ り 端 を 、 他 方 の 生 の ゴ
ム ス ト リ ッ プ １ １ Ｎ の 巻 き 始 め 端 及 び 巻 き 終 わ り 端 に 対 し て 、 周 方 向 に ９ ０ ° 以 上 、 好 ま
し く は １ ８ ０ ° の 角 度 β で 位 相 を 相 違 さ せ る こ と が 、 ユ ニ フ ォ ミ テ ィ ー の 観 点 か ら 好 ま し
い 。 な お 前 記 生 の ゴ ム ス ト リ ッ プ １ １ Ｎ と し て は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 そ の 巾 Ｗ ａ が ５ ～
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２ ０ mm、 か つ そ の 厚 さ ｔ ａ を ０ ． ３ ～ １ ． ５ mmと し た 断 面 矩 形 状 の 薄 い テ ー プ 状 の も の が
好 ま し く 使 用 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 又 生 中 央 ゴ ム 部 成 形 工 程 Ｓ ２ で は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ゴ ム 押 出 機 か ら 押 し 出 さ れ た 巾
広 の 生 の 平 板 状 ゴ ム 材 １ ３ Ｎ を 用 い 、 こ れ を 一 周 巻 き し て そ の 周 方 向 の 端 部 間 を 重 ね 継 ぎ
す る こ と に よ り 、 生 の 中 央 ゴ ム 部 Ｇ ｃ Ｎ を 形 成 し て い る 。 前 記 平 板 状 ゴ ム 材 １ ３ Ｎ は 、 複
層 構 造 で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 な お 本 例 で は 、 前 記 被 巻 付 け 体 ２ ０ が 、 ト レ ッ ド 形 成 用 の プ ロ フ ァ イ ル デ ッ キ ２ １ と 、
そ の 外 周 に 形 成 さ れ る 生 の ト レ ッ ド 補 強 コ ー ド 層 ９ Ｎ と か ら な る 場 合 を 例 示 し て お り 、 そ
の 外 表 面 で あ る 取 付 面 ２ ０ Ｓ 上 に 、 前 記 工 程 Ｓ １ ， Ｓ ２ か ら な る 生 の ト レ ッ ド ゴ ム Ｇ Ｎ を
形 成 す る こ と に よ り 、 生 の ト レ ッ ド リ ン グ ２ ２ Ｎ を 形 成 す る 。 そ し て 、 こ の 生 の ト レ ッ ド
リ ン グ ２ ２ Ｎ を 、 成 形 フ ォ ー マ 上 で ト ロ イ ド 状 に 膨 張 （ シ ェ ー ピ ン グ ） さ せ た 生 の イ ン ナ
ー ラ イ ナ ゴ ム と 生 の カ ー カ ス プ ラ イ と の 積 層 体 の 膨 張 部 に 、 貼 付 け る こ と に よ り 生 タ イ ヤ
を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の 時 、 前 記 工 程 Ｓ １ ， Ｓ ２ 以 外 の 工 程 、 例 え ば 前 記 プ ロ フ ァ イ ル デ ッ キ ２ １ 上 に 生 の
ト レ ッ ド 補 強 コ ー ド 層 ９ Ｎ を 形 成 す る 工 程 、 生 の イ ン ナ ー ラ イ ナ ゴ ム と 生 の カ ー カ ス プ ラ
イ と の 積 層 体 を 円 筒 状 に 形 成 す る 工 程 、 こ の 円 筒 状 の 積 層 体 上 か つ 両 側 部 に ビ ー ド コ ア を
装 着 す る 工 程 、 ビ ー ド コ ア 間 で 前 記 積 層 体 を ト ロ イ ド 状 に 膨 張 （ シ ェ ー ピ ン グ ） さ せ る 工
程 、 膨 張 し た 積 層 体 の 膨 張 部 に 前 記 ト レ ッ ド リ ン グ ２ ２ Ｎ を 貼 着 し て 生 タ イ ヤ を 形 成 す る
工 程 、 及 び 生 タ イ ヤ を 加 硫 成 形 す る 工 程 な ど は 、 従 来 と 同 様 の 手 法 に よ り 行 う こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 な お 前 記 製 造 方 法 で は 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 生 の イ ン ナ ー ラ イ ナ ゴ ム と 生 の カ ー カ ス プ
ラ イ と の 積 層 体 ２ ６ Ｎ を 、 前 記 プ ロ フ ァ イ ル デ ッ キ ２ １ と 同 様 の 輪 郭 形 状 を 有 す る 中 子 ２
７ を 介 し て 、 ト ロ イ ド 状 に 膨 張 （ シ ェ ー ピ ン グ ） せ し め 、 こ の 中 子 ２ ７ で 保 持 し た 積 層 体
２ ６ Ｎ 上 で 、 前 述 の ト レ ッ ド リ ン グ ２ ２ Ｎ を 直 接 形 成 す る こ と も で き る 。 係 る 場 合 に は 、
ト ロ イ ド 状 の 積 層 体 ２ ６ Ｎ と 、 外 周 に 形 成 さ れ る 生 の ト レ ッ ド 補 強 コ ー ド 層 ９ Ｎ と に よ り
、 被 巻 付 け 体 ２ ０ が 形 成 さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 特 に 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 詳 述 し た が 、 本 発 明 は 図 示 の 実 施 形 態 に
限 定 さ れ る こ と な く 、 種 々 の 態 様 に 変 形 し て 実 施 し う る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 １ に 示 す 構 造 を な す タ イ ヤ サ イ ズ １ ８ ０ ／ ５ ５ Ｚ Ｒ １ ７ の 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ を 、 表
１ の 仕 様 で 試 作 す る と と も に 、 試 供 タ イ ヤ の 生 産 性 、 ユ ニ フ ォ ミ テ ィ ー を テ ス ト し た 。 表
１ 以 外 の 仕 様 は 、 実 質 的 に 同 仕 様 で あ る 。 な お ス ト リ ッ プ ワ イ ン ド の と き の ゴ ム ス ト リ ッ
プ と し て 巾 Ｗ ａ が ２ ３ mm、 厚 さ ｔ ａ が １ ． ２ ０ mmの も の を 使 用 し た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
（ １ ） 生 産 性
　 ト レ ッ ド ゴ ム を 形 成 す る の に 要 す る 時 間 を 比 較 例 １ を １ ０ ０ す る 指 数 で 示 し て い る 。 数
値 が 小 な ほ ど 、 形 成 時 間 が 短 く 生 産 性 に 優 れ て い る 。
（ ２ ） ユ ニ フ ォ ミ テ ィ ー
　 ユ ニ フ ォ ミ テ ィ 試 験 機 を 用 い 、 ラ テ ラ ル フ ォ ー ス バ リ エ ー シ ョ ン （ Ｌ Ｆ Ｖ ） 、 ラ テ ラ ル
ラ ン ナ ウ ト （ Ｌ Ｒ Ｏ Ｔ 、 Ｌ Ｒ Ｏ Ｂ で 末 尾 の 「 Ｔ 」 は ト ッ プ の 略 で 、 上 下 ２ 分 割 金 型 の 上 型
側 で 成 型 さ れ た シ ョ ル ダ 部 の Ｌ Ｒ Ｏ を 意 味 し 、 同 「 Ｂ 」 は ボ ト ム の 略 で 、 下 型 側 で 成 型 さ
れ た シ ョ ル ダ 部 の Ｌ Ｒ Ｏ を 意 味 す る 。 ） を そ れ ぞ れ 測 定 し 、 各 サ ン プ ル タ イ ヤ ２ ０ 本 に お
け る 平 均 値 を 記 載 し た 。 な お 測 定 条 件 は 、 リ ム （ １ ７ × Ｍ Ｔ ５ ． ５ ０ ） 、 内 圧 （ ２ ０ ０ ｋ
Ｐ ａ ） 、 荷 重 （ ２ ． ２ ６ ｋ Ｎ ） と し た 。
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【 ０ ０ ３ ９ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ の 一 実 施 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 そ の ト レ ッ ド 部 を 拡 大 し て 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 そ の 作 用 効 果 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 中 央 ゴ ム 部 の 円 弧 巾 を 略 示 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 生 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 成 形 工 程 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 生 中 央 ゴ ム 部 成 形 工 程 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 ゴ ム ス ト リ ッ プ の 巻 回 を 示 す 線 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 ゴ ム ス ト リ ッ プ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 自 動 二 輪 車 用 タ イ ヤ の 製 造 方 法 の 他 の 例 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 （ Ａ ） 、 （ Ｂ ） は 従 来 の ト レ ッ ド ゴ ム の 形 成 方 法 、 及 び そ の 問 題 点 を 示 す 線 図
、 及 び 部 分 斜 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
２ 　 　 　 ト レ ッ ド 部
２ Ｓ 　 　 ト レ ッ ド 面
１ １ 　 　 ゴ ム ス ト リ ッ プ
１ ２ 　 　 ス ト リ ッ プ 巻 付 体
１ ３ 　 　 平 板 状 ゴ ム 材
１ ４ 　 　 一 周 巻 き 体
２ ０ 　 　 被 巻 付 け 体
２ ０ Ｓ 　 取 付 面
Ｃ 　 　 　 タ イ ヤ 赤 道
Ｇ 　 　 　 ト レ ッ ド ゴ ム
Ｇ ｓ 　 　 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部
Ｇ ｓ Ｎ 　 生 の シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部
Ｇ ｃ 　 　 中 央 ゴ ム 部
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Ｇ ｃ Ｎ 　 生 の 中 央 ゴ ム 部
Ｓ １ 　 　 生 シ ョ ル ダ ー ゴ ム 部 成 形 工 程
Ｓ ２ 　 　 生 中 央 ゴ ム 部 成 形 工 程
Ｔ ｅ 　 　 ト レ ッ ド 縁

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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